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2017年年年年１．１．１．１．ハイライトハイライトハイライトハイライト ① 売上高  17四半期連続増収② 販管費の大幅増加により、③ 当第 3四半期累計期間で採用人数
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201売上高 売上総利益 営業利益 経常利益 四半期純利益 ② エンジニア数 

 
2016期末エンジニア数 期中平均エンジニア数 

 ３．３．３．３．サマリーサマリーサマリーサマリー ① 売上高 当第 3四半期累計期間で移しております。この前年同期比② 営業利益 積極採用増加し、ま少が見られ、
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売上総利益

(百万円) 

                                      会 社 名 ： 株式会社夢テクノロジー（コード： 2458  JASDAQ代表者名： 代表取締役社長問い合せ先： 取締役副社長（ T E L ： 03-6420-3828
年年年年9月期月期月期月期 第第第第3四半期四半期四半期四半期 決算概況について決算概況について決算概況について決算概況について 増収 販管費の大幅増加により、 営業利益が前年同期比 39.5%減益 採用人数 655人となり、エンジニア数が前年同期比 42.9

  

2016年 9月期 第 3四半期 2017年 9月期 第 3四半期 前年同期比増減 
4,236 5,332 +1,095 

1,068 1,305 +236 

283 171 △111 
323 168 △154 
227 110 △116 

2016年 9月期 第 3四半期 2017年 9月期 第 3四半期 前年同期比増減 
1,091人 1,559人 +468人 
972人 1,330人 +358人 四半期累計期間で採用人数は 655人と前年同期 362人と比較し移しております。この積極採用により、エンジニア数が 42.9%前年同期比 25.9%の増収となりました。 積極採用と人材育成に注力したため、求人費や教育研修費など増加し、また採用人数及び在籍エンジニア数の増加に伴う一時的な稼働率の減が見られ、営業利益では 39.5%の減益となりました。 
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売上総利益 利益率 ～第～第～第～第 4四半期以降について～四半期以降について～四半期以降について～四半期以降について～今期は積極採用と人材育成の強化を目的とした費用先行の時期となります。用人数は 103人となり、達成に向け、採用活動の効率化を進めてまいります。また人材育成の強化のための内製化を図りましたが、引き続き成環境の整備を進めるためが増える見込みです。現在、幅な増加に伴う一時的な稼働率の減少が見られるため、営業施策など率の早期回復を目指します。(%) 

 

 

                                       2017年 8月 2日 テクノロジー 
JASDAQ） 代表取締役社長 本山 佐一郎 取締役副社長 金子 壮太郎 
3828） 
42.9%増加 （百万円） 前年同期比 増減率 
 25.9% 

 22.2% 

 △39.5% 
154 △47.7% 
 △51.4% 前年同期比 増減率 人 42.9% 人 36.8% 人と比較し、堅調に推
%増加したことで、、求人費や教育研修費など販管費が大幅に一時的な稼働率の減

 

 以  上 

四半期以降について～四半期以降について～四半期以降について～四半期以降について～ 積極採用と人材育成の強化を目的とした費用先行の時期となります。7月の採人となり、年間 1,000人採用の採用活動の効率化を進めてままた人材育成の強化のため研修ましたが、引き続き人材育るため、販管費の負担現在、採用人数の大一時的な稼働率の減少が見などを見直し、稼働率の早期回復を目指します。 


